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前 書 き

自然域や半自然景観域が宅地朗発やニュータウン建設、産叢爾地などとして大規模に

蘭発・画一化された際に、その后の緑化工事が今まで我が国では挙なる技術レベル

ルで姥較的安易に行われてきた憾みがある。

その結果は長い間存続してきた貴重な農然や景観が不用意1こ破壊されたり、外来樹種

や草種による一時的な緑化がかえって、その后の立地固：有の霞然植生や郷土の緑の復：

元に抑鰯的1こ働いている場合も少くない。

我々が長い時聞を経て葬続してきた多様な植生の総合的把握や生きた：構築材料として

の緑の植生を基盤に景観育成計画を行う際には、対象地域の現存植生の生態学的、植物

社会学的調査のみにとゴまらず、さらにそれぞれの立地のもつ潜在自然植生能カー

潜在自然植生一を把握して、生命をもつもの＼側わからの客観的な植生や立地の質

を把握することが前提となる。

また先見的な緑化および景観育成計画には、総合的に把握された現存ならびに潜在自

然植生の具体的配分園としての植生図を基礎に行われるのがもっとも理想的である。

今回多摩ニュータウン開発域の調査に際して我々は植生学と景観管理学の両面から相

互に脇同作業を行いながらこの調査砺究をまとめる様努力した。

時聞の関係で不十分な点も多いが、この報告書が南多摩開発域の基礎資料としてのみ

でなく、我が国の将来の新しい国土開発、地域開発の方向づけに対して、何らかの示

唆を与えることができればと期待している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　脇　　　　昭
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は　じ　め　に 現在我が霞で広く行われている宅：纈やニュータウンの建設．産業編地の麗発などの

工箏は、原地形や橿生を完全に変彩し．破壊してしまうほど大規模に行われている。

現代の技術と機動力をもってのこの様な開発のための立地の変イ濃ま、わずか数年の問

に、自然葬では数百年または数千年の暗縢をカ》けて変鞄するほど○規模で行われる。

したがって．かって入類が漸進的に立地を変化させていた時代1こは多少嚢然界や生物

社会の鉄序から逸脱しても試行錯誤的1こ．霞然界と生物娃会との均衡は保たれてきた。

しかし．短期闘1こ大規模な立地の変化が慧還に行われる翼代の立地灘発では．工事に

先得して慎；重な討象地域の調査が科学的な立場で行われる必要がある。すなわち、霧

観的1こ調査された資料にもとずく先見的な立地や三生の診緩・把握の上ξこ工事が進め

られなかった場合は、思わぬ災害を招いたりして．いろいろ題鷺が生じた場含1こ再び

その変化さ老られた立地をもとの状態1こ復元することはきわあて羅難である。

また．ニュータウンや住宅地建設の様に開発の鷺的が、多数の入をそこ1こ定住させよ

うとする場合薯こ嫉、生物の翻からの立地診断・環境の形讃．土地騨薦区分を総合的に

判定することが前提となる。持続的に住みよいユユータウyの建設のための立地診断

環境回折．±地の利用区分の基礎講査ξこ慧色窟な方法がある◎しかし．もっとも理想的

には生物を指標とした総合判定ぶ確実で．聞違いが少い。

とくに．生物の生葎の基盤であり．闘乱の主要な構威饗素であるρみどりの植生擢は．

それが霧観的髪こ把縫された場含に絃．もっとも重要な基礎として．最透で捻ヨーロッ

パ点出でも広く論究轡利罵きれている。

立地の新しい利絹や驕発．景観の会理的護元に点して、選象地域の縫生の縫物社会学

的研究は．もっとも重要な濡物の側から晃た立地の質の判定の墓礎となる。

描記化の操揮を経て把握される三物群落を二二的に立地診断の基礎に利矯したり、薪

都島や住宅地建設区域の祭二形礒に役立たすためには、技二選や一搬の入々に禮生

学的な爾究成果を十分理解してもらう必要が生ごる。

丸山図（V鑓e硫tio雛蕪ap墨Veg硫a娠G購裟一州e）は．麺物生態学看や

社会学老が科学的に得た成果を一般の人にわかる言葉に翻訳したものであると言われ

ている（亘互e蟄b鍵9鐙弱）9　すなわち．強象懲こよって三二された縫物鮮落の

異1本的配分を地図圭：更点いたものである。

はじめ園　｝ご4ツで発達した植物群落の植生図組一植生図一は．最近の数十年の間

に広くヨー環ッパ大睦の各魎で科学的霞麟と同時に立地の産業聚発や植生復元の基礎と

して実馬的にも使われるようになってきた（了uxe簸三9灘、鐙容3難）。

さら1こアメジカ、ソ連などでも幾って各種の植生図が描がかれているG儀鴛譲雄ご

三96填、1965．SO℃chava　三965摯圭966弛）。

我が羅でも最近漸く．植生学的な研究成果とくに纏生顯が立地の産業闘発や景観復元

の基礎として．さらには自然公園の指定”管理優復元の基礎として本格的に利用され

る様になってきた。（宮脇・大場・村瀬主9髄．富脇雛6§．窟脇．醤藤，褻繊

1967．　蜜脇．浜瞬、菅原亘967、宴脇欝68a．　b、横出・弁手・窟脇三967）

とくに、本講査地域でも箋波学園都欝予定域．港北ニュータクン予定域などと麗様に



　　　　　　　　　　　　　　　現地形の大規模な改変によるニュータウンの建設に際しての事前の本格的植生調査は

　　　　　　　　　　　　　　　色々な騒的に対して重要である。その際以下の点が新しい植生調査によっての主な成

　　　　　　　　　　　　　　　果となる。

　　　　　　　　　　　　　　　圭．今まで長い間一定の人為的影響とつりあって存続してきた：武蔵野台地の半自然生

　　　　　　　　　　　　　　　　景観や植生を精密に記録に止めることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　2．新都市形成に際して、とくに貴重なまたは典型的な景観や植生域を確認し、自然

　　　　　　　　　　　　　　　　公園または都市公園として存続さすことことができる。すなわち、植生の例から

　　　　　　　　　　　　　　　　の立地の使い分けに対しての提案が可能となる。

　　　　　　　　　　　　　　　3．薪都市形成后の並木、屋敷林、斜颪の緑化などの”みどりの景観復元”に際して、

　　　　　　　　　　　　　　　　立地の違いに応じた処方箋を書くことができるQ

　　　　　　　　　　　　　　　4．生物の側からの総合的な環境把握が可能である。

　　　　　　　　　　　　　　以上の填項目の課題に答えることを中心に日本住宅会罰南多摩開発局のニュータウン

　　　　　　　　　　　　　　予定区域の植生調査と植生図の作成が、三967年10月から8ケ月に亘って、現地

　　　　　　　　　　　　　　調査を中心に進められた。

　　　　　　　　　　　　　　植生図は、数百年来一定の入間の影響とつり合って存続してきた持続群落としての代．

　　　　　　　　　　　　　　償植生が主になる現存植生図（Re組e　vorhandene　Vege捻怠。蛉karte）

　　　　　　　　　　　　　　がニュータウン予定区域周辺まで含めて1：圭OGOOで描がかれた。

　　　　　　　　　　　　　　また工事対象区域はさらに1：2500で描かれている。

　　　　　　　　　　　　　　また、現在人間のさまざまな影響下に存続しているそれぞれの立地の代償植生とは無

　　　　　　　　　　　　　　関係にそれぞれの立地の現在の潜在自然植生図（Heutige　potentielle

　　　　　　　　　　　　　　　nat簸rliche　Vegetatlonsk：包rte）も、各地域で1：ま0000で描がか

　　　　　　　　　　　　　　れた：。

　　　　　　　　　　　　　　　これらの植生調査結果と植生図を基礎に各論生心の立地診断と植生を材料とした：緑化

　　　　　　　　　　　　　　　計画に対しての提案を行い、あわせて、屋敷林、並木、小公園などの樹種選択の範囲

　　　　　　　　　　　　　　　についてならびに斜面、空地の緑化方法についても考察された。

1。調査対象地域と現存植生の概観

　　　　　　　　　　　　　　多摩ニュータウン予定地域は多摩丘陵と呼ばれる丘陵地を主とし、北棄部を浅川一多

　　　　　　　　　　　　　　摩川で、南西部を境川で境される八王子一橋本以東の比較的起伏の多い地域にある。

　　　　　　　　　　　　　　この丘陵部の基盤はすべて第三期末期（鮮新世）の泥質ないしは砂質の固結度の低い

　　　　　　　　　　　　　　泥岩または砂を主とする三浦層群からなり、それを不整合1こ覆う洪積層や関東ローム

　　　　　　　　　　　　　　と呼ばれる渚層が累堆している（日本工嘗株式会社1966、日本住宅公団南多摩B

　　　　　　　　　　　　　　地区土質調登p．2）。

　　　　　　　　　　　　　　第四期沖積世に入って、主として河水によって生じた低谷部の沖積層は下部に礫層を

　　　　　　　　　　　　　　有するが、大部分はシルト質ないし砂質粘土または粘土ないしシルト質砂と砂礫から

　　　　　　　　　　　　　　なる。沖積層の厚さは2～3職のところがもっとも多く最大7釦まで記録されている。

　　　　　　　　　　　　　　この低湿谷部を構成している沖積層は、中部ないしは上部洪積層に富士、箱根、伊豆

　　　　　　　　　　　　　　などの度々の火山活動による降灰で王0膿近く堆積した立川、武蔵ローム（いわゆる

　　　　　　　　　　　　　　関東ローム）に被れている洪積台地とは植生に対する立地条件を質的に異にしている。
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また岡じ洪積台地でも、現在では比較的平坦な台地地形、ゆるやかな斜面などでは数

臆ないし10皿近いローム層が堆積している。一方、急駿な尾根の上部や急斜面、崖

部や低谷部ではロームは雨水の侵食や河川の氾濫によって流失して、薄い層となった

り、沖積層が堆積したりしている。

したがって、山の斜面を刻んで主な谷に蚕る小支谷の地形と地質との相互関係が示す

各地層の露出の程度は、そこに生育する植生をもっとも強く限定する。すなわち丘陵

部と沖積低地部との本谷と小支谷との接続の状態により台地上の厚いローム層が斜面

の上部で終り、斜面下部の沖積土までの間に砂質層が露頭しているかどうか、また小

支谷部の沖積層の厚さが厚いかどうか、さらには泥岩などの硬質基物が露出している

などによって、斜面の植生が決められている。

多摩ニュータウン予定地域の大部分の地域ではすでに考古学的な調査結果からも明ら

かな様に縄文時ぺから人が定住していたものと推定される。古くから住みついてきた

人たちによって、数百年、場所によっては数千年の時間の流れの間に多く自然植生は

直接、間接に破壊されてきた。一方耕作、採草、伐採などの…定の人為的条件とつり

あって存続してきたそれぞれの立地の自然植生のおき替え群落一代償植生一は持

続植生として典型的な多摩丘陵の景観を形成して現在に至っている。

すなわち、関東ロームの堆積している台地上や緩斜颪は畑地や、重5～25年に1回

定期的に伐採される薪炭林として利用されてきたクヌギーコナラ林が広く生育して

いる。川ぞいの沖積低地や傾斜のゆるやかな斜面の下部は、水田または畑として利用

されてきている。古い農家の屋敷や集落は、沖積低地と洪積台地が接する斜張の下部

に帯状に並んでいる。
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いわゆる谷地と呼ばれる小河川やその：支流ぞいの低地に接した斜面の下部では、モウ

ソウチクの植林が見られるが、一方これらの植林に混じてa一ムの導く堆積している

立堰ではシラカシが単生したり樹林を形成している。また斜面の下部や小支帯などの

撰水の良い立地や、やや湿潤な立地ではケヤキが生育しており、20恥以上の樹蕩1こ

達しているものも稀れではない。

今日厳密な意味での自然林は講査対象域では残存していない。しかし種構成の上から

自然林に近い残存林は谷部のつきあたりの地区、急斜面、農家の屋敷林、社寺林など

に，点窪している。

したがって、主として代償植生からなる現存植生と、各地に残存している種組成的に

霞然林に近い群落や残存木との比較を基礎とし、さらに地形や土壌断爾との比較考察

により、各地の潜在自然植生を総合的に判定することも可能である。

以上概観された様に多摩丘陵とその中を小河川や小支谷が刻んだ沖積低地からなる本

調査地域は、数蒼年来くり返し続けられてきた単純な人間の影響とつりあって存続し

てきた持続群落から成り立っている。すなわち、原地形に応じて、薪炭林であったク

ヌギーコナラ林∴コ欠的に生じた、または植林されたアカマツ林、植林されたスギ林．

畑、水照などの耕地と屋敷林が、日本固有の典型的な田園景観を形成している。

最近の労働力不足を反映した耕作放棄畑のススキーアズマネザサ草原、クズ、カナム

グラなどのツル植物の繁茂したマント群落および、水繊放棄地のヨシ群落なども現存

植生の特牛である。

したがって．本調萱地域は東京周辺に残されたクヌギーコナラ林を主とした二次林の

もっとも広く残存している半自然量観の各要素が残存集約されている地域とも書える。

n 調　査　方　法 まず全域を踏査して、環地形、景観について概観した。また現存植生の主な配分状態

や残存自然植生、残存自然林構成木や土地利用の実態について予備知識を得た。

1．植生調査

　　次いで、それぞれの植生に＝）いて、できるだけ均質な範囲を選び多数の植生調査

　　（Vege℃aUousauf義ah鵬；　アウフナーメ）　を行なった。

　　個々の具体的植生、すなわち徳分（8esもa籍d）の植生調査内容は、　Bra蟻n

　　－B！ang貝et1951，196嗅灘よび7uxen　1951，1964，Ellenb－

　　e聡1956もK嚢app圭9S9などによって我々が今まで臼本の植生調査に広く

　　行なってきた。いわゆる植物社会学的植生調査法（PflanzensOziogエs－

　　che　盒uf識鳥h懲e　雛ethOdik：）　によった。

　　すなわち調査諭積のとり方や大きさは、対象植下によって、それぞれの最低薦積

　　以上の大きさで行った。調査纏の形も必ずしも圃定しないで、対象植分の形や地

　形に応じて行われた。

　　調査櫃内の全出現種について階層別に完全な種のリストを作製し、Braun－

　　Blanque℃！9縫の1こよる優占度の綜合判定法（Gesa飢sa砿ung）と

　　二度（Sozi筏bよlt撫）の測度が与えられたQ
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　　　　　　　　　　　　　　　　表1．　植生調査の．一例

　　　　　　　　　　　　Tab，　1．　鼠in　Beispiel　der　Vegeもat烹Onsaufnah田e

Na獄e　d．　Geseよ1．　シラカシ群集ケヤキ亜群集　　　　　　　　　　　　 Ort．　　　　稲　城　田∫

　　　　　　　　　　　　　　Subass。　vOn　Ze1｝（ova　serrata

　　　　　　　　　　　　　des　QuercetuIR組yrslna，efo正iae

Aufn．　Nr．　圭30　　　　　　　Dat．6815．5　　　　　　　　　　　　　　Aufn．　vOn　　　A．　M．　u．　S．　O

　B一圭　 16疑170％

B－2　10！n50％

S　　　3瓜30％

E　　　畑30％

簾　　　　　％

T　　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

Exp。u．　黄elgung　SSE　15。
　の　　　　　ロ　　Ro紅eu。M．　120rn

　！0x20qIn

Artenzahl　46種

犠　3．3　シラカシ

　　3．2　ケヤキ

B2　33　モクソウチク

　（L圭）ヒノキ

　　1・2　アワブキ

　　12　ケヤキ

　　至・2　イロハモミジ

S　12

　　1。2

　　22

　　十

　　乳2

　　十

　　十

　　＋・2

アオキ

コマユ鳶
　　　、
ケヤキ

ウグイスカズラ

ハナイカダ

ネジキ

カマツカ

ヤ：プデマリ

クロモジ

ガマズミ

アブラチャン

シキミ

K 1．2　シラカシ

　＋　イタチシダ

2．2　アズマネザサ

＋・2シケシダ

2．2オオバジャノヒゲ

　＋　アオキ

　＋　オクマワラビ

　＋　 ミツノくソツジ

1ほ　ジロボウエンゴサク

十’2　ヤマホトトギス

　＋　ヤブラン

　＋　サンショウ

1．2　ジャノヒゲ

L2　イロハモミジ

1，2　ワニグチソウ

十・2　アオイスミレ

＋・2　サラシナショウマ

L2　ノカンゾウ

　＋　キズタ

　＋　ミズヒキ

　＋　ノイバラ

　＋　ヤマユリ

　＋　アマチャズル

＋・2ヤマトリカブト

L2　ヒメカンスゲ

　＋　フタリシズカ

　＋　イヌワラビ

　＋　ヘビノネゴザ

（＋）ヤマツソジ

1．2　ドクダミ

　　　　　　　　　　6
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　　植生沁沁の1例は表1に示されている。なお、群落階層は高木層Bエ（Obere

　　j3au萄schicht）、．亜高木層B2（Medere　Baumschlcht）、低木

　　魁（S『しraλエschicht）、　草木層（Klra，utschicht）、コケ層（MOOS

　　－　SGMcht）に分けて、各騒の全心被度も推定されている。

　　立地条件については、微地形、土壌、海抜高度、隣接群落など現地で判定し

　　得る範囲でできるだけ細く調べられた。

2．種組成表の組み替えによる群落表の作製

　　現地調査で得られたアゥフナーメ資料は以下の順序にしたがって群落組成表に

　　組まれるQ

　紛アウフナーメの素表へのまとめ。

　2）素表を常在度の高い種から並べて常在度表を作製する。

　3）診断種群を決め、部分表の書き変えによる識別頭体（区分表）への組み替え

　　　操作による群落識別1種群の発見

　違）局地的に有効な識別砂壌による識別表の作製

　5）幸分資料の集ったものは、総合常在度表との比較により、他の群落と比較し

　　　て標徴種を発見する。

　6）識図表から群集表への組み替え

　7）最終群集表（または群落表）の出現種群、被度、輝度についての原調査資料

　　　との照合。

3．現存植生図の作製

　　務籍している植分または、その抽象化された群落単位の具体的な配分を地図上

　　に描く現存植生図には目的と対象によっていろいろな種類がある。

　　今騒は環地踏査によって、植生調査資料から区分された植物群落単位の具体的

　　な配分を地関上に描いた。その際航空写真によって各植生の範囲を確めた。ま

　　た調査期間が隈られていた：ため、現存植生図作製作業は植生調査と平行して行

　　われた。したがって相観的な観点からの概観的植生図化も行われた。これらの

　　相観や優占種による現存植生図も基図として、群落単位が決定盾の最終的植生図

　　化作業に利用された。

　　以上の相観、優占種、種組成的群落区分の各観点からの現存植生の具体的配分

　　としての現存植生図は、調査対象地域について1：10000で描かれた。ま

　　た工事区域内については、王：25◎Qでより細く描れた。

喚．　潜在翼然植生図の作製

　　”潜在自然植生図とは、人為的影響下に持続している現存植生とは無関係に、そ

　　れぞれの立地が境在支え得る自然植生をいう”（R．丁篭xen（1956）。したが

　　って、多摩丘陵などの様に自然植生がほとんど現存していない地方では、現存

　　植生の様に対象植生が直接測定できない場合が多い。したがって多面的な調査

　　を行ない、それらの箇4の調査資料の総合によって潜在自然植生を把握するの

　　がふつうである。
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多摩丘陵の謁査対象域では、その周辺もあわせてできるだけ広く踏査して残存自

然植生を求めて、調査した。これらの種組成的に見た残存圏然植生の調査資料と

関東地方全域の調査資麟と比較検討の結果、灘然植生単位を決める。

次いで各自然植生単位と、その代蓑：植生群、土地利用形態、地形、地質、土山断

面の形態や色などの棺互蘭係を正しく二二する。潜在自然植生図の作製に際して

は、残存自然植生や残存木の他に以上の観点から二二植生調査、土簸断面の調査、

地形などから各植生を総合的に判定した。

その際に規準となるもっとも重要な手がかりは、屋敷林、社寺秣などの残存林で

あった。またスギの植林．モウソクチク糠などの植裁林以外にも林内にはアオキ、

シュンラン、シロダモ、ベムシダなどのその立地の自然植：生の構成種群が生育し

ている。

したがって、これらの植林．竹林などの代償纏生についての調査でも、その申に

生育している自然植生の講二種群から、それぞれの立地の潜在自然植生を判定

するしとができる。

潜在霞然二二単位の決定に際しては、残存自然植生資料を基礎として、それに以

上の様な調査法による。いろいろな調査項騒についての調査結果を加えて綜合的

に判定された。

現地における植生漂図は、鍵角で絞正され．さらに屋磐で反復検討された。必要

に応じて現存植生囲や航空四夷も参考にしてより正確を期された◎

藍 調　査　結　果 1．植生単位

　調査対象地域の全域を鐙記して行なわれた残存自然林から路上のオオバコ群落ま

　での植分についての植生調査結栗は組震表高み替え作業を反復検討しながら、以

　下の群落および群落単位1こまとめられた。

　群落単位の最終決定に劉るまで齢過程では．さらに隣捜地域、とくに港北ニュー

　　タウン予定地域や筑波研究学園都市予定地域の講査資籍とも比較検討しながら、

　できるだけ広い範囲で利矯可能な単笹の抽幽に努力した。

A　森林群落

　　a　轡然植生

　　　古くから人聞の気柱しているこの地域には、厳密な意味での自然植生　一

　　　原植生一は見られなかった。しかし．植物群落が、種の組み合わせ

　　　　Arte肱us獺鵬薦3拡鞭g澤から成立しているという基本的な観点か

　　　らの植物社会学的な熱然植生、または自然に近い植生を発見し調査すること

　　　ができた。すなわち、種の組み合わせが自然植生に近い群落を我々は“自然

　　　に近い植生　麗魔τ腋he　Vege捻tion”として取り扱うことができ

　　　る。
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（1）　シラカシ群集

　　関東地方の洪積台地で、比較的厚いローム層上を、広く被っていたと、

　　考えられる常緑広葉樹林である。しかし、人類が定住し、火を使うよう

　　になって最初に破壊された“幻の自然林”とも言うべきもので、現在完

　　全な姿で残存している森林はほとんど見当らない。

　　しかし、農家の屋敷林、社寺林、谷戸の奥などに部分的に残存している

　　樹林などを探し求めて行った25のアウフナーメを表llこまとめた。

　　高木層から低木層まで、シラカシが優即するほかに、ジャノヒゲ、ピサ

　　カキ、イヌツゲ、ヤブコウジ、アオキ、オ：オパジャノヒゲ、イチタシダ、

　　ヤブラン、テイカカズラなどの常緑樹や常緑草本植物が高い常在度で出

　　現している。これらの種群を標三種または識別種としてシラカシ群集に

　　まとめられている。

　　シラカシ群集はさらに3っの亜群集に分けられている。ケヤキ亜群集、

　　典型亜群集、モミ亜群集がそれである。ケヤキ亜群集は、ケヤキ、アマ

　　チャズル、ミズキ、ハエドクソウ、サワフタギ、ナガパスミレサイシン

　　ミズヒキ、ホワチャクソウなどを識別種としている。

　　ケヤキ亜群集は、台地が、沖積低地と接している斜面や谷戸の頭部、小

　　支谷上部などでローム層は下積していても、土壌がやや湿っている立地

　　で、しかも、比較的排水の良好なところに発達している。

　　このような斜面や谷頭部には古くから、残っている農家などの集落が帯

　　状に配列しており、家のすぐ後の斜面は、森林を伐採しない場合が多い

　　ため、比較的巾広く現存しているケヤキ亜群集が見られる◎

　　ケヤキ亜群集はさらに、アオイスミレ変群集と典型変群集に下位区分す

　　ることができる。アオイスミレ、オクマワラビ、イロハモミジ、ヤブデ

　　マリなどを識別種として区分できるアオイスミレ変群集は小四谷ぞいな

　　どにみられ、より湿潤な立地である。このような森林は、現在でも人手

　　が入らず、ケヤキの大木が亭マとそびえるといった外観を示している。

　　第2は特別な識別丁半をもたない典型亜群集である。この亜群集は、主

　　として、台地上の平担地や緩斜薇の上部などで、ローム層の厚い立地で

　　認められた。典型亜群集の残存林は、Aufnah黙eが6箇で最も少な

　　かった。その主な原因は、この亜群集域が、人間によって最も影響を強

　　く受け、殆んど破壊されたためと考えられる。そうして、耕地（畑）、

　　草地、クヌギーコナラニ下林として利用されているのが現在の状態であ

　　るQ
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　　第3の亜群集はモミ亜群集である。モミ、キソコウハグマ、シュンラン、

　　ウリカエデなどを識別種としている。

　　尾根筋、急斜面、およびロームが流出して稲城砂層が露出し易いような．

　　立地は、搬に乾燥しやすいか、乾湿の差が大きく、立地の肥沃度もシ

　　ラカシ群集の立地としては劣っているものと考えられる。

　　モミ亜群集は、このような立地にみられた。尾根筋や急斜面は、比較的

　　人為影響も少なく、シラカシは高木魑から低木爆まで優占し、また、モ

　　ミの高木が残存している場合が多かった。この亜群集の特徴として、草

　　本層の被度は低く、30％程農のところが多く乾燥しやせた立地である

　　ことを示している。

（2）　モミーアカマツ群落：

　　稲城砂層の露出している尾根筋や急斜瀬で、乾湿の差が極端で、貧養立

　　地には、アカマツの優占している林分が帯状に分布しているところが数

　　箇駈見られる。

　　これらのアカマツ優占群落の種組成には、ヤマツツジーアカマツ群集

　　の構成種群とクヌギーコナラ群集の構成種群が混生している。

　　今回は一応、モミーアカマツ群落として記載しておく。

　　モミーアカマツ群落の立地は、シラカシ群集のモミ亜群集よりも、さ

　　らに貧養で、乾燥し易い立地と考えられる。

　　多摩丘陵の北颪で、｝日弾薬礒周辺、稲城町長沼には、稲城砂層が大規模

　　に露出しており、その尾根にこの群落が多くみられる。

㈲　　イボターハンノキ群落

　　乞濁岩の入りの奥に約5QO融平方ほどの大きさの岩の入り池がある。

　　この池の周辺の湿地林の調査結果は表3にまとめられている。この池は

　　かっては、貯水池としてかなりの量の水をたたえていたものが、利用さ

　　れなくなってから、水草が生育し、さらに櫨の周辺部にハンノキを主と

　　する林が発達したものである。ハンノキは樹高が6～8孤に達し、50

　　～70％の植被痩を示している。また、2皿前後の低木層は20～嵯0

　　％を占めているにすぎないが、草本層は1獄前後で70～100％を占

　　めている。

　　ハソノキーイボタ群落区分種としては、ハンノキのほかに、イボタ、

　　メギ、ノハナショウブ、ヒメシダ、オオニガナ、チダケサシ、コオニュ

　　リなどがあげられる。この群落は　ハンノキ、イボタ、メギ、ノハナシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　ヨウブ、ヒメシダなどを標三種または識別種としたハンノキーイボタ群

　　集｛こまとめられる可能重生が強い。

　　また、ヨシクラスの標微種または識別種と考えられるヒメシロネ、チ

　　ゴザサ、ミズオトギリ、サジオモダカ、オニスゲ、コマツカサススキ、

　　マアザミ、アギナシ、オモダカなど多数の種群を含んでいる。
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　　　岩の入り池のハソノキーイボタ群落のように、小面積の湿地林では、周

　　　辺部からマント群落の構成種であるフジ、クマヤナギ、カミエビ、ヘ

　　　クソカズラ、スイカズラ、ミツバアケビもトコロ、ノブドウ、エビズル、

　　　ヤマノイモ、イヌザンショウなどのつる植物や、陽性低木が多数侵入し

　　　ている。したがって夏季には、この湿生林は、いわゆるジャングル状を

　　　呈することが多い。

　　　また別所の通信所付近1こも小規模ながら、イボターハンノキ林が残って

　　　いて、岩の入りとほぼ岡じ種組成を示しているところがある。ここも貯

　　　水池の水が谷部に深く入りこんでいる部分であり、面積が狭く、まわり

　　　のクヌギーコナラ林の構成種が侵入し、また、マント群落構成種の侵入

　　　もみられるQ

　　　現在の関東地方では、池沼や河川沿いのハンノキ林の植生域は、ほとん

　　　ど水田にされたり埋立てられている。したがってこの、岩の入り池周辺

　　　のイボタ→・ソノキ林は、現在ではこの地域でも珍しくよく残された貴

　　　重な湿地林と言える。

b　代償植生

（1）　スギーヒノキ植林

　　　小支谷や主谷ぞいの回地など1こは、スギやヒノキの植林が所々に見られ

　　　る。この地域の植林地は、一つの山全体を被うような大規模なものは少

　　　なく、ihaにも満たないような狭いものが多かった。こうした点から

　　　みても大々的な植林業がこの地域で行われているとは考えられない。

　　　スギやヒノキの植林地内の植生調査資料をまとめてみると、表4のよう

　　　になる。高木層には、もちろん、スギやヒノキが優占している。しかし

　　　種組成のうえからみると、林内にはシラカシ群集の標徴種または識別種

　　　である。シラカシ、ヤブツバキ、アオキ、ヤブコウジ、ベニシダ、ジャ

　　　ノヒゲなどが多数出現している。また、ケヤキ、ホウチャクソウ、アマ

　　　チャズル、ミズキ、ハエドクソウなども高常在度でみられる。さらに、

　　　シラカシ群集組成表を参照しながらみると、アオイスミレ、オクマワラビ、

　　　イロハモミジ、ヤブデマリなどの種群もみられる。以上のことから、ス

　　　ギーヒノキ林の立地は、シラカシ群集のケヤキ亜群集中のアオイスミレ

　　　変群集に属することがわかる。なお、この地域の植林地は、低木層や草

　　　本層の植波度が、70～80％にも達するほど高いものがあり、ヤブツ

　　　パキクラスの構成種やマント群落構成種が多数みられたQこのことは、

　　　最近労働力不足などから枝うち、下草刈り、つる切りなどの手入れがあ

　　　まり行なわれず、したがって、立地の潜在了然植生の構成種群や野縁の

　　　マント群落の構成下が生育できるものと考えられる。
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図4　　クヌギーコナラ林　 典ノ費4：1：乏群集
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・（2）クヌギーコナラ群集

　　　関東地方の・一ム層に被われた洪積台地上を最も広く被っている。

　　　潜在自然植生が主としてシラカシ群集である多摩丘陵では、数百年にわた

　　って、薪炭林として、15年～25年に1回、定期的に皆伐されてきた。ま

　　た、毎年あるいは隔年に、下草刈りや落葉掻きが行なわれてきた。また、あ

　　る林では、夏になると、クズやフジなどのつる植物を根元から切って枯らし

　　てしまうつる切りが行われた。このような、一定の入為条件とつり合って持

　　渇してきた、もっとも安定した樹林がクヌギーコナラ林である。

　　　地形、地質、管理の程度によって細かい種組成や各出現種の量的な配分は

　　異るが、一般に出現種数は、40～80種ときわめて多い。また、階層的に

　　みると、貧養砂質土からなる稲威砂層の露出している立地などで超高木層を

　　構成するものは主として、アカマツであって、クヌギやコナラなど渉樹高

　　15筑以上の高木層を形成することは少ない。アカマソを含んだ樹林では、

　　高木層の丁度は30～4◎％と低く、いわゆるアカマツの疎林という形態で

　　ある。亜高木層は切株更新しているコナラ、クヌギ、エゴノキなどで占めら

　　れることが多く、早蒔も60～70％である。低太層と草本層の種群と植被

　　度は主として管理の程度によって左右される。人手がよくはいっている樹林

　　ほど、出現種数、被度が低くなる傾向がみられる。

　　　クヌギーコナラ群集の出現種を詳細にみると、ススキ、アズマネザサ、ト

　　ダシバ、ミツバツチグリなどのアズマネザサーススキ草原の構成種が多数含

　　まれている。さらに、マント群落の構成種であるカナムグラ、クズ、ノブド

　　ウ、エビズルなどのつる植物や、ニワトコ、ハコネウツギ、キブシ、ヤマグ

　　ワ、ヌルデなどの陽生低木渉多数混生している。

　　　しかし、42のAufnah田eを表5にまとめた結果をみると、種組成的

　　には、ほy均質なクヌギーコナラ林としてまとめられる。すなわちコナラ、

　　クヌギ、エゴノキ、クリ、ヤマザクラなど再生力の強い落葉広葉樹種群とヤ

　　マコウバシ、ガマズミ、コパノガマズミの駄ノガリヤス、シュンラン、

　　ヒカゲスゲの草本によってクヌギーコナラ群集としまとめられる。

　　　高木層を形成するアカマツは、被度も40％程度であり、再生力はないが

　　木材としての価値が高いために、入間によって意識的に残されている。

　　ククヌギーコナラ群集はさらに下位区分種群によって大きく2つに分けられ

　　る。第1の亜群集はヤマツツジ、ウツギ、ヒメヤブランを識別種および標微

　　種としたヤマツツジ亜群集である。これは、台地上の平担地および緩斜面を

　　被っている。立地は一般的にいってローム層が厚く肥沃な土壌である。

　　　ヤマツツジ亜群集は、さらに、アカシデ変群集と典型変群集に下位区分で

　　きる。アカシデ変群集は、アカシデ、ヤマハンノキ、ネジキ、イチヤクソウ、

　　ヤマカモジグナなどによって識溺される、ヤマツツジ亜群集のうちではやエ立地

　　の乾燥しやすい台地上にみられる。さらにそのうちヤマウルシなどをもつ下
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　　位単位に区分ができ、立地の乾燥の度含が高いことを示している。

　　　典型変群集はモミ、モエギスゲ、ヤブムラサラ等によって区分されるモエ

　　ギスゲーファシースに下位区分される。これは．シラカシ群集のモミ亜群集

　　に相当すると考えられるもので尾根筋や、山頂部でロームのうすい貧養の立

　　地にみられる。

　　　コナラークヌギ群集のうち、第2の亜群集はケヤキ亜群集である。この亜

　　群集は、ケヤキ、イロハモミジ、アマチャズノレ．ミズキ．ハエドクソウ、ヤ

　　マホトトキス、シケシダなどを識別種とする。丘陵の傾斜地の下部でや工湿

　　潤な立地でみられる。この立地は、シラカシ群集のケヤキ亜群集に；相当する。

③　アカマソ林

　　　高太層にアカマツがそびえ立っている、いわ騨る霜観的な観点からのアカマ

　　マツ林は．台地上の平担部や尾根筋に点々とみられる。とくに．16号．25

　　号、5号付近にまとまってみられる。

　　　これらのアカマツ林のAufnahme　資麟を検討した結果、アカマツは高

　　木品で優嚇していても．全構成種の組みあわせば．コナラークヌギ群集と同

　　じであることがわかった（表5のAufnah田e番号96も97、100、

　　117、114他）。すなわち二次的ξこ生じたアカマツが塾入間に保護された：

　　形で高木層1こ残っている。このような、アカマソは。台地上の乾燥する幽幽

　　立地であるアカシデ変心集中に多くみられた。

　　　また、アカマツだけの植林地は調島地域内には殆んどみることができなか

　　つた。アカマツの芽生えや低木があまり見られないことについては、入歯的

　　な選択伐採の結果であると考えることができる。

B　森林以外の群落

　a　自然植生

　　　森林以外についてみても．現在残っている残存自然植生は、きわめて限られ

　　　ている。特に広い嘱積を占めている群落は．調査対象地域内には見嶺らなかっ

　　　た。

　α）　ヨシ群落

　　　　　イボターハンノキ群落のみられた岩の入りの池周辺にあるヨシの群落は、

　　　　貯水池の埋った下流に発達している。

　　　　　ヨシ、ヒメシロネ、チゴザサ、ミズオトギジ、マアザミ。シカクイ．ヒメ

　　　　ナミキ、ミクジ、オモダカ、ゴウソ。サワギキョウ、ヤチカワズスゲ、イな

　　　　どを疑心種または識別種とした群団相当のヨシ群落ならびにその上級単位

　　　　にまとまるはずである。

　　　　　カンガレイーヨシ群落は中部ヨーロッパのSclrpe℃o－Phragmltetu！且

　　　　田edioeurop＆eu腿1こ対応する群集にまとまるはずである。カンガレイ

　　　　ーヨシ群落は、カンガレイ、サンカクイ、アギナシ、シズイ、ヒツジグサ、
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　　　サヤヌカグサ、アメリカセンダングサなどを識別種とする。また、ミズトンボ・

　　　サワヒヨドリ・オニスゲ・ツボスミレ、コアゼガヤツリなどを識別種するとサ

　　　ワヒヨドジーヨシ群落に区分できる。

　　　サワヒヨドリーヨシ群落は、アオコウガイゼキショウ、コブナグサ、ヒナザサ、

　　　ホタノレイ、コマツカサススキなどを識甥種とするアオコウガイゼキシヨウ下位

　　　群落と典型下位群落に区分できる。

　　　　ヵンガレイ＿ヨシ群落の生地はもっとも水位が高く、ヒツジグサなど池沼時代

　　　に繁茂した遺存植物が見られる（表6）。

　　　　ナワヒヨ移一ヨシ群落では・典型下位群落の方がアオコウガイ、ゼ粒ヨウ下位群

　　　落よりも、より乾燥した立地に生育している。

　　　　潜在自然植生図でヨシーーハンノキ群落域とされている地域は、かっては、

　　　入間が自然植生を破壊する以前は、これらのヨシ群落やイボターハンノキ群

　　落であったところと一致する。

b　代償植生

（1）マント群落（クズーカナムグラ群集）

　　　　林縁や伐採后には、センニンソウ、ヤブガラシ、カラスウリ、トコ・、ア

　　　ケビ、クズ、スイカズラ、カニクサ、カナムグラ、エビズル、ミツバアケビ、

　　　ツルウメモドキ、ムベ、ノブドウなどの陽生ツノレ植物とコゴメウツギ、ノイ

　　　バラ、ヌルデ、イボタなどの陽生低木がマント群落（雛a批elgese且SChaf⇔

　　　を形成している。

　　　　今回の調査では、アウフナーメは少なかったが、クズーカナムグラ群集に

　　　まとめられる。この群集は、センニンソウ、コナラ、ヨモギを識別種とする

　　　センニンソウ亜群集とヤブガラシ．カラスウリ、エゴノキ、アカネを識溺種

　　　とするヤブガラシ亜群集に区分できる。

　　　　センニンソウ亜群集は、山地や林縁に、ヤブガラシ亜群集は、集落や耕地

　　　のまわりに発達している。

　　　　マント群落は自然の治癒組織とも言われ、新しく堀り割り、切り通しが作

　　　られたり、土地造成などにより既存の植被が破壊され、裸地が生じた：時、ま

　　　ず、マント群落のつる植物や陽生低：太植物によって被れる。

　　　　したがって、マント群落の賢明な利用は、ニュータウン建設に際して、も

　　　つとも重要な植生利絹法の一つである。

（2）ニガナーシバ群落

　　　　多摩ニュータウン予定域には．1週間に1園以上の頻度で定期的1こ草刈さ

　　　れるシバ地がある。その地に神社の参道や境内などは適度な鐙圧が丁渡放牧

　　　場で牛馬に採食されているとおなじ条件を与える。したがって、シバ草原が

　　　発達している。

　　　　これらのシバ：草原は、シバ、ニガナ、ノチドメ、ツルボ、スズメノヤリ、

　　　ミヤコグサ、シバスグ、ヒメハギなどの種の組み合わせによりニガナーシバ
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　　　　群落にまとめられた（表8）。

　　　　　ニガナーソバ群落は、入門の加わり方のちがいに対応してチガヤーコヌカ

　　　　グサ下位群落と、トボシガラーミミナグサ下位群落に分けることができる。

　　　　踏まれる程度が少なくなるとチガヤ下位群落となり、踏まれすぎると裸地が

　　　　生じて、　トボシガラ、ミミナグサ．ハルジヨオンが侵入して、　トボシガラ下

　　　　位群落となる。

　　　　遊i園地などを作る際．シバ葦地の自然に近い状態での管理は重要になってくる。

　　③　カラスビシヤクーニシキソウ群集（畑地雑草群落、主として春季相）

　　　　　ひかくてきなだらかな斜面の下部や二丁低地の中でも幾分高いところは、

　　　　古くから畑地として利用されている。

　　　　　定期的な耕起、除葦．施罷という一定の人為的条件とつりあって存続して

　　　　きた畑地の雑草群落は、おどろくほど均質である。すなわちも本州中部の畑

　　　　では、カラスビシヤクーニシキソウ群集にまとめられる。調査地域内の畑地

　　　　雑草群落もおなじシロザクラスに所属するカラスビシヤクーニシキソウ群集

　　　　にまとめられる（表9）。

　　　　管理状態が悪くなってくると路傍や空地生のヒメジョン、ヒメムカシヨモ

　　　　ギ、オオアレチノギクなどが侵入する。さらに耕作放棄がつづくと、アズマ

　　　　ネザサーススキ草原に移行する。

　　（4）水田雑草群落（春季相）

　　　　　沖積低地は早くから水田としてイネ作りが続けられてきた。この水田域は

　　　　春耕されて水がた玉えられるまでと、田植看とは全く異った、2つの雑草群

　　　　が成立している。夏季雑草群落はウリカワーコナギ群集（宮脇1960）が

　　　発達する。秋から春にかけては乾田では、レンゲが栽培され、湿田ではタ

　　　　ガラシ、カズノコグサ群落となり、スズメノテッポウが広く優占している

　　　　（蓑10）。

　　（5）その他の群落

　　　　　その他にモウソウチク林、メダケーヤダケ林などもあげられる。モウソウ

　　　　チク林は種親成的1こは、シラカシ群集のケヤキ亜群集に相当する。

　　　　　また：、川ぞいは、帯状にメダケやヤダケが密生した林分が広く見られる。

　　　　　水田の周辺部には、採草地としてのススキ草原がよくみられる。

　　　　なお、多摩ニュータウン地域の各アウフナーメの調査番号、調査月日、謁

　　　査場所、対象群落については表13に一括して示されている。

2．現存植生図

　　　現存植生の具体的配分を地図上に描く現存植生図（Reale　vor肱ndene

　　Vegθtationsk乱r℃e）は、調査対象全域について1：10000の縮尺で、

　　工事施行域ではし25GOの縮尺で描れた。何れも現地踏査によって、あらかじ

　　め決められた群落単位を基礎に作製された。

（1）　自然植生
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　　　自然植生についてはシラカシ林など3つの凡例が作られている。

　　凡例1。シラカシ林

　　　　このシラカシ林は植物社会学的には．シラカシ群集の典型亜群集斜面

　　　下部のケヤキ璽群集ならびに尾根部に残存するモミ亜群集とにまとめられて

　　　いる。この中でケヤキ亜群集は、凡例2の屋敷林として示されているものが

　　　多い。これは今までの既存農家や集落が斜面下部の沖積低地と接する部分に

　　　帯状が広がっており、屋敷林として．長い経験から、それぞれの立地の潜在

　　　自然植生に対応した樹林を復元していたためと考えられる（図2）。

　　　　現存植生図からはっきり読みとれることは屋敷林をのぞいた残存自然林分

　　　が如何に少いか．と言うことである。そして現存しているシラカシ林は、小

　　　憎憎の頭．急斜面などに見られる。

　　　　ひかくてきまとまって残存しているところは、東部の30～33号付近で

　　　見られた。

　　凡例2．屋敷林

　　　　屋敷林は、高太層にケヤキ、シラカシおよび植林したスギなどが混生して

　　　いることが多い。亜高木層には．エノキ。ヤブツパキ．モチノキなども多い。

　　　　低木にはケヤキ、イロハモミジ、アオキ、マサキ．イボタなどが多く、林

　　　床にはジャノヒゲ、ヤブランなどの常在度が高い。

　　　　古い農家などの屋敷林に見られる林分は、今日では、他の利用地で失われ

　　　ている立地の潜在自然植生の判定にきわめて有効である。

　　凡修璽3．　モミ林　（毘根上）

　　　　尾根筋にモミの大木の散生しているところ。

　　凡例4．スダジイ林

　　　　爾部の墓地などに一部見られるにすぎない。

　　凡例5．　ヨシ群落（ヨシーハンノキ林を含む）

　　　　小河灘ぞいの沖積低地は現在その大部分が水田1こなっている。しかし、最

　　　近の農家の人手不足を反鉄して耕作放棄された水田が、清水の湧出する下支

　　　谷ぞいなどに見られる。これらの放棄後2～3年昌の水田では、その立地の

　　　潜在自然植生の構成種であるヨシ群落が見られる。一方、自然植生としての

　　　ヨシ群落は、岩の入り地に見られた（図4）o

（2）代償植生

　　　調査対象地域の90数パーセントは、多様な入間の影響下に変形さぜられて

　　いる代償植生である。

　　凡例6．アカマツ林

　　　　尾根上や斜面部には．アカマツ林が生育している。これらのアカマツ林の

　　　大部分は二次的なもので、種組成的にはクヌギーコナラ群集のアカシデ野師

　　　集に所属するものが多い。

　　　　したがって、新しく尾根や急斜函えの植栽罪してアカマツは有望である。
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　（Photo　17～21）。

凡例7．スギーヒノキ林

　　洪積台地の東斜面など1こはスギやヒノキが植林されている。尾根や斜面の

　上部にはヒノキが植林されている。凹地にはスギが植林されている（Photo19）．

凡例8．クヌギーコナラ群集

　　対象調査域内で相観的にももっとも広い面積を占めているのは、クヌギ脚

　コナラ群集である。全域の50％以上を占めている。

　　典型的クヌギーコナラ林の断面模式は図5に示されている。

　　洪積地および、その斜面のロームを被っている地域のほとんどすべては、

　長い間の入間の薪炭林としての利用下に、ほとんど均質な群落となっている。

　　定期的な下草刈り、落葉掻きにも耐え得る陽樹林で、遊園地、広場、散策

　道などの入間が蔓忍に入りこむ施設の植栽に適している。

凡例9．モウソウチク林

　　手打谷の頭や沖積低地滑いのシラカシ群集ケヤキ亜群集域には、各地にモ

　ウソウチク林が成立している。このモウソウチク林の高木層は、もちろんモ

　ウソウチクが優醸し，ているが、ケヤキ、シラカシの立太も混生している。ま

　た宇内には、ハナイカダ、イロハモミジ、アオキ、ヤブラン、ジャノヒゲな

　ども生育している。

　　将来の造成地で、斜面下部のひかくてき土壌の厚い、や工湿潤な地域えの

　防風、防災林としての植栽に適している。

凡例10．　ヤダケーメダケ林

　　とくに田木村の大粟川流域などに発達している。小河川の流路に沿って生

　心しており、特異の景観を形成している。占有面積はせまいが、小河絹堤防

　の洪水による決潰などを防ぐ効果がある。

凡例11．アアズマネザサーススキ草原

　　台地上などの森林伐採後地や耕作牧後数年以上経過したところは1～1．5

　犠の草丈に達するアズマネザサーススキ塞源が発達している。全域にわたっ

　て、かなり広い面積を占めている。

　　保護林や斜面などを開牧地から保護する場合に利用することができる。

凡例12．マント群落

　　路傍や屋敷林のまわりにもつともよく発達している。また、耕作放棄3～

　4年目の畑でも、クズ、カナムグラ、ヤブガラシなどのツル植物によってマ

　ント群落が発達しているところも晃られる。

　　一般に林縁や路傍にそって細い帯状に発達しており、各地に見られる。し

　かし、面積がせまいために植生図に表わせるところは少い。

凡例13．　農道や参道ぞいに帯状に見られる。農道ではオオバコ、ニワヤナギ、

　スズメノカタビラ、ミチヤナギ、カゼクサ、ニワホコリなどオオバコクラス

　のカゼクサ一回ワホコリ群集（宮脇1964）が発達している。
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　　　　　参道や神社の境内などではニガナーシバ群落が発達している、

　　　凡例14．路傍雑草群落

　　　　　工事現場周辺や宅地周辺、耕作放棄1～2年目に見られる。ヒメムカシヨ』モ

　　　　ギ、オオアレチノギク。ヒメジョオン、ハルジオンなどの豆rigeron属

　　　　の植物を主とする路傍雑草群落が発達している。

　　　　　これらの越年生革本植物を霊とした群落は出現面積がまとまっていないの

　　　　で、植生図上には示されにくいが、いたるところに見られる。

　　　凡例15．　ゴノレフ場・グラウンド

　　　　　シバの人工造成地やグラウンドは、赤系統でぬられている。

　　　凡例16．　水田雑草群落

　　　　　河川ぞいの沖積低地は、ほとんど水田として利用されている。そこには、

　　　　夏はイネと共にウリカワーコナギ群集が発達し、春季はスズメノテッポウ群

　　　　落が発達している。

　　　　　木の枝状に洪積台地の間を縫って分布しているのが特徴である。

　　　凡例17．　水田放棄地雑草群落

　　　　　最近目立っている休閑水戸では、チゴザサ、ヨシ．ヌカキビ、ミゾソバ、

　　　　タウコギなどが繁茂している。

　　　凡例18．　畑地雑草群落

　　　　　台地上や緩斜面に発達している畑地は、可成り広い面積を占めている。管

　　　　理の程度と土壌の富調度によって各種の量は必ずしもおなじではない。しか

　　　　し、種組成的にはカラスビシヤクーニシキソウ群集にまとめられる。

　　　凡例19。　耕作放棄畑

　　　　　最近の労働不足を反映して、台地上やL急斜面の畑は放棄されているところ

　　　　うが多い。放棄后の年数によって雑草群落は異ってくる。すなわち、放棄后

　　　　2～3年目はヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落、3～6年思はアズ

　　　　マネザサーススキ群落が発達している。

　　　凡例20．　果樹園

　　　　　→設に果樹園は少い。カキまたはクリが山地の急傾斜地などこ栽培され⑪、

　　　　る。粗放栽培が多く、雑草群落は一定しない。

　　　凡例21．　市街地・宅地

　　　　　沖積地ぞいに点状に散在している。

　　　凡例22．　衛士予定地

　　　　　現在造成されている地域や採土場などをまとめたもので、無植生地が多い。

　　　　　工事予定域は、1：2500の縮尺で、よりくわしく植生図化されている。

3．潜在自然植生図

　　　潜在自然植生図は1：10ρ00の地形図を基礎に工事施行域と全域について、

　　各1枚ずつ作製された。

　　　凡例は、下位単位も含めて6群落にまとめて盛れた。
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α）モミーアカマツ群落

　　　東部のイナギ砂層の露出しているところや中部および北部でも侵蝕谷に沿っ

　　て、ロームが流失して砂層などの基盤が露出した立地では、人間の影響が一切

　　停止されても、現在すぐ常緑広葉樹林を成立さす能力は弱いものと判定される。

　　　一方、言出地や乾湿のはげしい立地に生育するモミーアカマツ林は許容する

　　ことができ、持続群落として存続するものと考えられる。

　　　したがって、これらの砂層が露出している立地の潜在自然植生はモミーマカ

　　マツ群落とされた。

（2）　シラカシ群集

　1）　モミ亜群集

　　　　モミーアカマツ群落域に次いだ貧養地で、シラカシ林は成立するが、モミ、

　　　キツコウハグマ、コバノガマズミなどを混生する。

　　　　尾根筋や急斜面などは、この亜群集域に入る。

　2）　典型亜群集

　　　　台地上のほとんどは、この亜群集域に入る。ローム層が摩く、適湿である。

　　　現存植生は畑またはクヌギーコナラ林となっており、全域の50％近くを占

　　　めている。

　3）　ケヤキ亜群集

　　　　洪積台地と沖積低地の接している斜面下部や沖積低地の両側は帯状にケ

　　　ヤキ亜群集域と判定される。

　　　　シラカシ群集ケヤキ亜群集域は、立地が湿っているが、一般に排水の良い

　　　立地である。既存集落のほとんどすべては、このケヤキ亜群集域に帯状に発

　　　達している。

（3）クヌギーハンノキ群集

　　　シラカシ群集のケヤキ亜群集域とおなじ様な立地であるが、「般に琳不良な

　　立地は、高太層にクヌギやハンノキの優謝するクヌギーハンノキ群集域である。

ω．ヨシーハンノキ群落

　　　現在水團となっている河lIlぞいの沖積低地は、一般‘こ地下水が高く、しばし

　　ば冠水する◎し，た：がって、潜在自然植生は主としてヨシーハンノキ群落と判定

　　される。

　　　シラカシ群集典型亜群集域とケヤキ群集域とは共にもっとも広い面積を占めて

　　いる。すなわち、全域の1ノ急近い面積を占めている。

W　植生学的な立地診断 　以上の植生調査結果ならびに植生図から、調査域の景観の管理・復元ならびに立地

の植生学的な診断が試みられた：。

1．現存植生図について

　　　幣多摩ニュータウン建設に際して、どの様な植生を残し、またどの露な植生域

　　を開発するかの問題に際しては、現存植生図の利用が期待される。
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　　　また、各植生単位の種組成的な内容は、各群落の組成物を下れば理解される。

　　　現存植生とは無関係に各立地の質、すなわち潜在嘗然植生を把握するためには、

　　潜在自然植生図が、有効な役目を果す。

2．潜在自然植生図について

（1）モミーアカマツ群落

　　　イナギ砂層や侵蝕により砂層の露出しているところは、もっとも“よわい景観”であ

　　　る。したがって．モミーアカマツ群落が潜在自然植生の領域では．できるだけ

　　　現植生のまΣ自然公園その他として利用するのが望しい。

　　　　また、造成された場合は。モミ、アカマツの他1こヤマツツジ、コバノガマズ

　　　ミ、ネジキ、ヒサカキなどの貧養地に適応．できる樹種の植栽が適している。

②　シラカシ’群i集　モミ亜群集

　　　　尾根や急斜面で、土壌も礫や砂を含んでいることが多い。モミーアカマツ群

　　　落域に準じた取り扱いが必要である。

（3）シラカシ群集　典型亜群集

　　　洪積台地上や緩斜面の上部などに広い囑積を占めている。今までは、風が強

　　　いこと、水の便利が悪いなどで、ほとんど宅地としては利用されなかった。

　　　　しかし、水利と適正な防風林の設置や耐風建築によって、もっとも高燥の理

　　　想的住宅街となる。

　　　　屋敷林、並末、防風林としては、シラカシ、ネズミモチ．ヤブツバキ、ケヤ

　　　キ、コナラ、クリ、エゴノキなど多数の種群が挙げられる。

（4）シラカシ群集　ケヤキ亜群集域

　　　　斜面の下麓部で、排水の良い湿潤地を占めている。既存集落の大部分は、こ

　　　の潜在自然植生域上にある。毬宅地としてもっとも理想的な立地である。

　　　　植栽植物の種類も、きわめて多い。高木層はケヤキ、シラカシ、モチノキ、

　　　モウソウチク、マダ久イロハモミジ、エノキなどが適している。低木層には

　　　シロダモ、アオキ、モチノキ、ナンテンなどが良い。
　　　　　　　　　　　＼
　　　　：草本：植物には、ヤブラン、キチジョウソウ、ジャノヒゲ、オオバヂヤノヒゲ

　　　などが適している。

（5）クヌギーハンノキ群集

　　　　沖積低地の両肩ぞいで、ひかくてき排水不良な立地である。住宅地としては

　　　排水溝などにより、地下水位を下げる必要がある。そのまし植栽する場合は、

　　　ハンノキ、クヌギの他に低木では、イボ久メダケ、ズミなどがあげられる。

　　　箪本営では、ノガリヤス、ヨシ、ドジョウツナギなどが適応種と考えられる。

（6）　ヨεノーハンノキ群落

　　　　沸積低地は、もし水田としての利溺を停止すると、ヨシーハンノキ群落にな

　　　ることは．耕作放棄水田のチゴザサーヨシ群落が示している。

　　　　この沖積低地は、現状のま蕊では、住宅地には、もっとも不適である。した

　　　がって、埋土を大規模に行うと同時に、地下水面を下げるために排水溝を設け
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たり、河川を改修する必要がある。

　また、この潜在自然植生域は現状のま玉では、植栽植物が限られている。ヨ

シ、ハンノキ、クヌギ、ヤナギ類、イボタなどが植栽可能植：物に数えられる。

　いずれの場合でも現存植生図と潜在自然植生図を柏互に比較しながら利用さ

れると．各立地の現存植生と．立地利用に際しての指針が植生の例から把握可

能になる。
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お　　　わ　　　り に

　多摩ニュータウン予定地域の植生調査と、現存植生図1：10000、1：2500　および潜在自然植生図1：10000

（2枚）の計4枚の作製が行われた。

　これらの生態学的、植物社会学的な総合調査結果から、調査地域の現存植生や現存景観の実体を明か1こすることがで

きた。

　したがって、立地や：景観に応じた土地利用、開発、保護、管理計画は、現存植生図を基礎に行われ玉ば、植生学的な

観点からの自然の秩序に沿った景観の健全な保護と利用ができるはずである。

　また．景観形成、緑化計画、並太、街路樹、屋敷林の復元、立地に応じた小公園、遊園地などの植栽計画には、潜在

自然植生図が：重要な基礎図となる。

　たy。現在の潜在自然植生を描いたものであるから、ニュータウン建設などによって、埋立て．切り取りなどの立地

の変化が大規模に行われた場合は、そのま二適用は困難である。

　したがって、西ドイツなどヨーロッパ各国のニュータウン建設などの例に見られる様に、本来は、3回の植生調査、

植生図の作製が必要である。

　すなわち．第1回は建設地決定のための調査今回行われた第2回目は、工事下前の現状における調査が行われた：。

　次いで、土地造成のための大規模工事が終期に近ずいた段階で、第3回目の調査が必要である。それは、具体的な立

地の変化が行われた直後の新しい景観形成、緑化計画のためのより異体的な調査である。

　多摩ニュータウン予定地域の今回の調査結果をより有効1こ利用されるために、異体的な第3圃の緑化計画の基礎とし

ての調査が行われる必要性を強調しながら本報を終りたい。
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摘 要

　多摩ニュータウン開発予定地域の植物社会学的な植生調査と現植生図を作成した：。都心から30～40㎞圏内の東京

都の西南部に位置する多摩丘陵一帯がこの地域1こ該当する。丘陵は海抜100飛前後で、2～10π前後の摩さで関東

ロームが被っている。主要な尾根が地域の爾端を菓西に走り、多摩用水系の分水界となっている。大粟川と宇田川およ

びその小支流が丘陵を侵蝕し、小谷をつくり、沖積低地ぞいの斜面下部ぞいに農村集落が点在している。

　遠く、縄文時代から歴史時代の埋蔵文化財が暗示する様に古くから原植生は破壊さ淑クヌギーコナラの二次林、ス

ギやアカマツ林、ススキーマズマネザサ草地、農耕地が全域の90％を占めている。

　都心から比較的近距離にありながら最近まで、関東地方の典型的半自然景観域として存続してきた。

　植生も採草、耕仁定期的な伐採など一定の入為的条件とつりあって存続してきた持続群落としこの代償植生がその

大部分を占めている。

　多数の野外調査資料を比較検討の結果シラカシ群集以下多10数箇の群集レベルの局地的家たは定義ずけられた群

落単位が把握された。これらの主として局地的に把握された群落単位を基礎に調査域の現存ならびに潜在自然植生図

（1：1◎，000）は作製された。

　これらの植生調査資料と植生図を基礎に植物社会学的観点からの立地診断の可能性について論及された。
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                    Zusammenfassung

Vegetationskundliche Studiien lm Neustadtgestaltungsbezirk Minami--

            Tama wesxYch Tokyo

                  von

         Akira Miyawak±N Mitarbeater:Shlgetoshi Okuda, Hiroko Whema,

                          Tatuyuk± Ohbau, Kazue Fujlwaxa

   Vom Fr'u'h±ing bis Winter 1967 £'u'brten wlr durch elnen Auftrag der
Japanlschen Wohnungs-GesellschafL (Japan Housing Corporation> elne

pManzensoziologlsche Untersuchungen einschl±efi.lich elner

Vegetatlonskartierung durch, wo die neueWohnunj;sstadt gebaut werden sol±･
   Dleser Bez2irk 12egt in sudwestiichen Teil Tokyos und ist von dessen

Stadtmitte 30 bls 40 km ent£ernt, und besteht aus einem 90 bis 190 m
ltoher, von 2 bls 'u'ber 10 m tiefer vulkanlscher Asche (Kanto-Loam) zu

bedeckten Tama-Kyuryo (T･ama-PlaLeau) mit darin eingeschnittnen alluvlalen

Talern･ D2e 'alteren, Bauerndorfer llegen enUang des Randes der alluv±alen
Tljler･ Dte heutige VegetaV'on setzt sich voy ailem aus Forsten von

cryptemerlajaponica und Plnus densiflora, aus sekundaren Forsten der
Sommergrimen Quercus-ArLen wie Q･acuclssima, Q･sescrata und aus sekund'a'ren

Wiesen der Mlscanthus sinensts-Ayundinaria chino sowie Ackexn und
Reisfeldern zusammen, wie man sie sett hundertjahren auf den H"gei und dem

Plateau der Kanto-Ebene als typlsche Kulturlandschaft Ubencall sehen konnte･

Heute slnd sie tn der Umgebung von Tokyo sehr selten geworden.

   Der Bezlrk nimmt Fo]rsten, Wiesen und landwirtschaftlich benutzte Fl'a'che
･u'

ber 90 9S dex gesamte Area±e stn･

   Die Zabellarische Bearbeitung der Vegetationsau£nahmen aus dem Ge-
l'a' nde ergab mehr aXs 10 Gesellschaften, die melst nur lokal gefa)6}t sind･

   Auf ihxer Grundlage wurde die heuLige aktuell vorhandene Vegetation liBd
die heutlge potenntell nat'"rXchen Vegetation im Mafistab l : 10000 kartlert･

Dle Kartlerung der potentlellen naVu'rlichen Vegetatlon erfolgte durch die

synthetlsche Auswertung der Karte der realen vorhandenen Vegetat±on, der
Res£e naturllcher Waldbest'a'nde und Baume, Hofw'a'lder, der Bodenproflle, des
Mrkkroreliefs, der Bewiytschaftungswelse, der Merkmale des Landschftsbildes.

   Dte Erfolge der vegeLatlonskundllchen Studien einschlief91±ch der zwei
Vegetatlonskrten haben eb erm'6gXcht, Vorschl'a'ge f'u'r eine racionelle

Neugestaltung den modernen Stadten im Hlnbilck auf die gunstigsten Wohn-
gebiete, und einen Begr' u' nungspla,n und den Natur-und llandschaftsschutz zu

unterbreiten･

                                         a

"' Biologtsches Institu'L der Staatl. UniversiVat Yokoharna, Yokohama.
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                      Suvamary

Phytosoclo!ogical studies in Tama New Town area near Tokyo

                        by

                 Aklra Mlyawaklpt

           Cooperators:$hlgetosh± Okuda, Hlroko Thoma, Wa£uyukl Ohba and Kazue
           Fujlwara

From sprlng to wlnter in 1967, vve carried out the phytosoclologica!

research includtng vegetation mappi,ng in planned new town area, by

order of Japan Housing CorporatioB･

Thls area, 90 Zo 190 m high, lies in southwest part of Tokyo and is

30 to 40 km far from civlc center, and is coveyed by 2 to 10 m deep

with Kanto loam (volcanlc ash), in which iL is often cut by alluvlal

val!ey･ The vl±lage has seCt±ed along thls vaUey･ Tbe existlng

vegetation consists of the forest o£ Crypeomerla japonica and Pinus
denstflora, secondary forest of declduous trees such as Quercus

acuUssima, Quercus serraLa, secondary grassland of Mlscanthus

sinens±s -Arundlnarla chlno, and also cultlvated land and paddiy field･
These are typlcal cultural landscape in Kanto plains since hundreds

years, whlch can be now hardly seen around Tokyo･

More than 90 9S of thls area ls occup±ed with forest, grassland and
agricultural use･

The table work after vegetatlon survey shows more "uhan 10 plant

communities-
On the basis of these fesulwhus, we drew an exrkstlng vegetation map and

Potentia! naZural vegetation･mad cf Xoday ln scale 111eOOO

The mapping of potentlai natural vegetatton of today follows from

synthetical conside]ration of existing vegetation map, remains of natural

forest and trees, wthndbreaks, soll pro£ile, topography, agrlcultural
management and land use･

The resuks of phyCosociological studies including two vegetation maps

wiH be used £or the rational landuse and open space planning, nature

consercvation and iandscape management.

'" Blologlca! Insmtltu"te, ¥okohama NaTtlonal Uri.L' versley, Yokohama･
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写　　真　　説　　明

Ph。蓄。．ゴ南舞め一般的景齢1｝｝ぞ・．・め灘低地は細，．洪積台地をまクヌギーコナラ林・古・粋家篠落は．

　　　　　　　　台地と縮低地の壕界付近に発達して・・る。

　　　　　　　　　　Einef　de・～めe画gen　gewδhnlichen　Land．schaf重des　Mina加1一τamas・In　de泊

　　　　　　　　　alluvialen〔£釜lem　ent｝ang　desFlussesentwickelt　Reisfe｝der　und　a冒f　den

　　　　　　　　　翻』u．ラ．1．．al。ぬPl、重ea。　wach、t蝿・erc・・．acut玉Ssim・一（き・e・・at・F・・s重．Ah・

　　　　　　　　　Bauerhざuser　und　lh：’e．Besiederung　eη寸wickeIt　sich　auf　den　Grenzgebl、e†

　　　　　　　　啄．wlsche目denてJnteI・ha「ng　des　Plateaus　und　aUuvla｛en　T釜lem・　　　　　．」．

Pho重。．2　　永．田にカっている低湿地にハソ．ノキ，クヌギが残；存している。斜面『下部にはケヤキ，』シラカシがス．

　　　　　　　　ギの植林や竹林と混生しながら生育している6Auf　der揃edri9．en．f．euch．柁n　StelLen，．・wo

　　　　　　　　函ei6ten．s　heute　Re』isfe玉der　benutzf　sind，k。mmt難ocb　alsRe．s宝Alnus・　・

　　　　　　　　japGnl．．ca　u・d　Querc・・acutisslm・，　dle　hie・elge・tllch・・Hause　sl・d．．i．

Phdo。3．斜面r下部の農家．と渥敷林，台地上にはクヌギ晶コナラの薪炭林力㍉ススキーアズマネザサ草原となつ寝1

　　　　　　　　ている。Baロe由auseア　und　ihlre　Hofwa’ider　enaang　am　Fuβdes　Pla†ea讐s．A纏．f

　　　　　　　　de宙Platea曲edeckf　von　seku轟d盗re5w蓑．1dern　mlt　Querc賢s　ac羅t雪sslm．a一．

　　　　　P．　Q．serra重a助δ』Mlsc．aη玉璽s　slneηsls－Ar珈dlnarla　chinowlesen．．　　，

Pho重。．4　　農．家の典型的屋．敷林，ケヤキ，モウソ・ウチク林。スギの植林にシラカシ，ヤブッバキが混生している。

　　　　　　　　　　　　Ei箕er　der　typ．量sch、en　Uofw琶idern　der　Bauerh吾usern．　Bambus一

　　　　　　　　　．・・dG｛γ…m・…1・p…ca－F・rs・m・・Z・・k・v・・…a…Q戸…⑲、

　　　　　　　　　田yrsま鍼aefoliae　αnd　Oameエヱまa　jap頂ea・．

Phoオ。・5　　ジラカシ，モミ，クロマヅ．を主とした神社林。　　ElnWa】d　de．s　Shi讃。－Schfein．封bl．t．・．　r，

　　　　ま∴』　　　（凶．6rc慧smyrsi親aefoIiaAbies　fl．r1めa　uぬ（l　Pi難us　†b日nbergi孟．

Phdo．6

PLoto．7

　典，型的なシラカシ群集のケヤキ】亜群集。Ein　重yp．lscher　Bes重a．難d　der　SBb呂ssozia．tion

voぬZe1．kovase．rrata　des　Queゴcetuln　myr．sinaefoi・ia　（Ein　Hofwa】d　des　・　，

Ba麺ers）．

　斜颪下部に残存するシラカシ群集ケヤキ亜群集。Ein　Besねnd　der　S鋤aSSGziatio矯v◎日

Ze；1kGva　serra｛a　am　Fuβ．　des　Abhangs．

Photo。8　洪積台地下野部のシラカシ群集ケヤキ亜群集。低木層にアオキ，モチノキが多い。鰯nBe訓aBd

　　　　　　　　der　Subassozia貸on　von　Zelkova　serra†a　des　Q闘erce傾m　myrsinaefoliae・

　　　　　　　　畠In　der　Stごauchschic抱t　komme轟mehreゴe　Aucuba　japo月lca　魏nd　I　lex■n℃egτa、　vor．
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Pho老σ。　9

1）hoオ。．10

　　　　と

Pho重。・11

1）hoto。王2

Pboto．13

Photo．14

上く：発達・している残存鹸ミ．林，シラヵジ群集．ケヤキ亜群集の相臨　　　　．　境一

Ei。　R6、tb・66重掘d「d．・．・．．．9・．†・・†w16k・lt・・．S・bass・・13で「i．。「・v・h噛層Zelk・v．・・e・ra†a

des　Quercetum　myrsina℃foHae．

　東京都の天然記念物に指定されているスダジイの巨木

！： 烽рV．冒．獅aC．・。d窪fδ廃・恥・由C・・t…P・IS・1トeb・ldi．1，d・・一al・．．N・オ・・d・・km・1　・

von　derSt撮一し「rokyo．qua葦f．f量2i・e『r．重．　　　　　　．　一．・」　　・．　・．．　・㌧・，一’・．　　・・

　凹地形上のモウソウチク林の高木層を形成しているケヤキ。潜在自然植生はシラカシ群集のケヤキ

聾集飾や・gh・ll…achy・h・重r・・ρycla・Var・P．ubesgrps　Fg「st蝉別ko》．a

・erra・a　a・∫d・・ve・・1・f量・・S・・11…P・†・頭rli免．．・弓綱iche　Yr琴e†ation

des　standor†es　ist　subass．　von　zelkova　serraオa　des　Querce撫碧αmyrsinae－

fohae．

農家の騒櫨シ効シ；．モチ・キ譲山爵加ジ意識。．。。。e，、6，痴、ゆ急，c。1…

　myrsinaefoliau封d　I】ex　ln妻egra・　pjnus　denslflo．ra　Fors↑　anf　demHもge】．

　尾根上のアカマツ林，凹地にはスギが植林されている。Plnus　densiflora　FGrst　auf　de組

R着cken　und　AuffGrs掬ng　der　Cryptomeゴla　japonica　ln　der　Seお4ξ贋ng．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．　　、　　．i　：己

　尾根上のアカマツ林。Pi加s　densiflora　Forst　auf　demR翫ken．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．；；．　．　二1モ』　｝1；

Ph◎†o，15　　ローム堆積台地上のシラカシ林。スギ，クヌギが混生している。Eln　Bode卯rofiI　des

　　　　　　　　　Qロercus　　田yrsinaefol蓋a．一wa】des　mit　cryp重ome口a　japonlca，　Quercus　a6這†達∠調…

　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　SSlma。

Phofo・玉6　下草刈されないクヌギーコナラ林。林床はアズマネザサ，ススキが優占している。

　　　　　　　　　　In　der　Bodenschich重　der　Quercus　lacu重i3sl田a葡Q．serrataAssozla行◎n，wo

　　　　　　　　nlcht　U雛erw日chs　oder　Laubs甘e暮　abgenomrner｝．　三st，dom沁iert　Aアu難dlnaria

　　　　　　　　　chi轟。　u職d　Miscanthus　s董ne籔s葦s．

Pho↑o・17　王5～25年目毎に皆伐，萌芽更新されるクヌギーコナラ林。1）erBestand　d硫Queズcus

　　　　　　　　acu重issjma齢Q・serrata　Assoziatlon　is書　jeden　15　bis　25Jabren　abgeho玉zen　und

　　　　　　　　　ihre　S窒避mpfe　　erneueren　slch　wied士

Photo・18　耕作放棄後1～2年目の畑，ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落。Erigeゴ。籍ca照densis

　　　　　　　　＿Er長geronsumatrensisGese】lsc封aft　auf　den　Brach蓑cken　（1～2　」’ahre　難ach

　　　　　　　　denBrachn）．

　　　　　　　　　js重，　wachs重　1蔦　dqr　MBτe・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、33



　Photo．19

Photo．20

］Pho重。．．2ユ

Pboto．22

Ph‘）to．23

Photo．24

Phofo．25

Pho寸．o．26．

台地や緩斜1鮭の畑とススキ｝アズマネザサ草．地・A・ke・．1臼・dS・b・ff・・fd・mPl・｝t・…、，．．．l

und．　綱i?　．Sl　s ?　f　f㎞．細9’一1

謝始。て、、。。。ギー。ナ。森の洪飴地、瓶、，、。Z。、，。1、、最、。面。，、。。。d。、．蕊1、二1

．a織des　voゆe「c“s　acutissima｝Q・se「「孕taAss◎zlatl．on’

∴識窯　Sc　erlu　er　s　si㎜

テラ獄吐地鍼灘地・τ…asse・・g…g・B・・…H・・　　　　、

　斜面のアラカシ林。Quercus　9】auca－Bes重and　am　Han9、
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